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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

   本研究は、チタン合金の複雑なき裂進展およびき裂開閉口挙動に関し、量子ビームを用いた先端

計測技術と大規模データの統計的解析、3D イメージベース計算などにより解明したものである。こ

の中では、局所的な疲労き裂開閉口挙動とその形成条件が示されるとともに、長期信頼性を持つチ

タン合金を創製するためのミクロ組織制御の指導原理も提案されている。著者が示したこれらの成

果は、機械工学上の価値ある業績であり、よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと

認める。 
 
 
 
 
 
 


